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1 ． 資質・能力育成に向けた取組
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リアプランニング能力（なりたい自分になる力），人間関係 “す子ども旬黙f韓零殿誤舗霞":．

形成・社会形成能力（関係を構築する力），課題対応能力（達

成へ向かう力）」 の三つの資質・能力と，「自律・共生・参

画」の三つの態度・価値観の育成を目指している（図1）□

これらは，「社会的自立の基礎となる資質・能力及び態度・

価値観の体系的な育成のための，幼小中一員の新領域を核

とした自己開発型教育の研究開発」に取り組む中で，子供

の実態や児童生徒質問紙調査結果の因子分析等を総合的に

判断し焦点化したものである。
職評
図 1 教育課程構造図

2 ． 資質・能力を育む学習活動

幼小中の1 2 年間を発達の特性や接続を意識した5 区分（年少．年中，年長～小2 ，3 ．4

年，小5 ～中1 ，中 2 ．3 年）で捉え，資質・能力に係る到達目標を設定した｡ また小中学

校では，道徳及び特別活動の一部と「総合的な学習の時間」の時数を削減し，新領域「希

望（のぞみ) 」（小 1：5 4，小2 : 5 5，小3 ～6 : 各9 0，中l : 7 0，中2 ～3 : 各9 0 時間）を設置し

た。そして，人的リソースの活用や，P DCAサイクルによる主体的に自己を変容させる評価

を特色とした体験的な問題解決学習等の単元を開発した｡ さらに，三つの資質・能力は全

教育活動で育むべき「通教科的能力」と位置付け，各教科では，「通教科的能力と関連的に

育む各教科の本質に根ざした資質・能力」を明確にし，授業改善に取り組んでいる｡

3 ． 評価の実践

（1） 評価の枠組みや体制

新領域「希望（のぞみ) 」 では，三つの資質・能力について1 2 年間の系統的な到達目標

を設定し，その評価を通して，「めざす姿」に向けて自分を振り返り，成長させることがで

きる子供の育成を目指す｡ そのため，評価プロジェクトチームが作成した1 2 年間一貫ルー

ブリック表をもとに, 教師が見取りを行うとともに, 0 PPA( 0 ne P a pe r P or t f ol i o Ass e s s ment）

による「主体的に自己を変容させる評価」を試みた。また，教科においても，「希望（のぞ

み)」の評価を生かしながら，学習指導要領の評価の観点と関連させた評価を実践している｡

（2） 評価方法等

「希望（のぞみ) 」の評価方法と評価方法の開発で目指す姿は，次のとおりである｡
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( 3 ) 1 2 年間一貫の評価の実際

⑩発達の段階に即した評価
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4 ． 課題と展望

幼小中の教師が1 2 年間一員の視点に立って評価研究の目的を捉え，子供の実態や評価の

特徴を交流し，理解を深め実践に生かすことができつつある｡ また単元で育てたい資質・

能力を子供自身が自覚し，友達や先生からの助言により視点を広げながら振り返りをする

ことで，自分のよさに気付き，より主体的に取り組もうとする姿も見られるようになって

いる口 毎時間の振り返りの時間の確保や教師の一筆指導をタイムリーに返却することは容

易ではなく， フィードバックの効果も即効的とはいかないが， 今後も， 子供と教師が目標

や評価について共有して取り組むことにより， 評価の信頼性，妥当性を高めていきたい｡
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